


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
大豆の作付面積は北海道が全国一であるが、全国シェアは約2〜3割（約30%前後）であ
り、50%以上には達しないため④が最も不適切である。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
カイコの一代雑種（F1品種）の商業的実用化は、明治時代（1914年）の外山亀太郎らによ
る日本の蚕糸業での取り組みが世界初であるため、⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は①
平成30年の農林水産物・食品の輸出額合計は9,068億円で、内訳は農産物が5,661億円、水
産物が3,031億円、林産物が376億円であるため、①が適切である。

●問題Ⅲ-4
正解は③
病原菌の特定レースの変異により抵抗性が打破・崩壊するのは真性抵抗性（主働遺伝子支
配）である。多数の遺伝子に支配される圃場抵抗性は崩壊しにくいため③は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は②
パンや麺、菓子用の普通系コムギはゲノム構成AABBDDを持つ異質6倍体（2n=42）である。
2倍体とする記述は誤りであり、②が最も不適切である。

●問題Ⅲ-6
正解は④
湿式輸送は切り花の茎元を水や延命剤入りの保持液に浸した縦置き状態で給水しながら輸
送する方法である。水を与えないとする④は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
花器の耐凍性は開花前の休眠期やつぼみの時期に強く、発育が進むにつれて弱まり、開花
期から落花期にかけて最も耐凍性が弱くなるため、⑤は逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は②
培養液を循環させて根に酸素を供給する(1)は湛液型循環水耕、傾斜板に薄膜状に液を流
す(2)はNFT、無機繊維培地を用いる(3)はロックウール耕である。

●問題Ⅲ-9
正解は③
水和剤は水に難溶性の有効成分を界面活性剤や微粉担体と混合した粉末状製剤で、水に懸
濁させて散布する。水に溶かした液状製剤とする③は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は①
トビイロウンカはイネの株元の茎や葉鞘に寄生し、口針を篩管に刺し込んで汁液を吸汁加
害する。穂を食害する害虫ではないため、①は不適切である。

●問題Ⅲ-11
正解は④
黒ボク土に含まれる活性アルミニウムはリン酸と強く結合して難溶性のリン酸アルミニウ
ムを形成し、強いリン酸固定力を示す。利用されやすいとする④は誤りである。

●問題Ⅲ-12



正解は②
生体内のマグネシウムの約6割は骨に存在し、残りの多くは細胞内液中に存在して酵素活
性化等に関与する。細胞外液中に主に存在するとする②は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は③
醤油、清酒、米酢、味噌の製造には原料の糖化などにコウジカビ（麹菌）が用いられる。
ビールは大麦麦芽自体の酵素で糖化を行うため、麹菌は利用しない。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
乾燥ダイズ種子にはビタミンCはほとんど含まれていない（発芽して大豆もやしになると
生成される）。ビタミンCを豊富に含むとする⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は①
寒天はアガロースなどを主成分とし、85〜90℃以上の熱水に容易に溶解する性質を持つ。
熱水に不溶で熱加水分解が必要とする①の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
鶏肉の生食が主な原因となるAはカンピロバクター、嫌気性で強力な神経毒素を産生するB
はボツリヌス菌、高熱や下痢等を呈する全身性感染症Cは腸チフスである。

●問題Ⅲ-17
正解は④
微生物の増殖速度が一定の場合、初期菌数が少ないほど有害な菌数レベルに達するまでの
誘導期や到達時間が長くなる。初期菌数に影響されないとする④は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
CSF（豚熱）はペスチウイルスによるウイルス病である。またASF（アフリカ豚熱）は病原
体も科も異なるアスファウイルスによる別個の疾患であるため⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
代謝エネルギーの略号はME（DEは可消化エネルギー）、揮発性脂肪酸の略号はVFA（VBNは
揮発性塩基態窒素）である。正しい組み合わせはa, d, eの④となる。

●問題Ⅲ-20
正解は①
高水分サイレージでは乳酸発酵によりpHが速やかに低下しないと、耐酸性の弱いクロスト
リジウム属などの酪酸菌が増殖して酪酸発酵となり品質が劣化する。

●問題Ⅲ-21
正解は②
我が国の牛人工授精では、液体窒素中（-196℃）で半永久的に保存された凍結精液ストロ
ーを融解して注入・授精する方法が一般的であるため、②は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は③
日本国内で飼養・流通している採卵鶏やブロイラー（実用鶏）の種鶏の9割以上は海外か
ら輸入された外国鶏種（ハイライン、チャンキー等）であり、③は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は①
生乳を遠心分離（A）してクリームと脱脂乳に分け、チャーニング後に練圧（B）してバタ
ーとする。レンネット酵素添加（C）で生じたカードを熟成（D）してチーズとする。



●問題Ⅲ-24
正解は①
自然環境への配慮は画一的な規格化・標準化に頼るのではなく、地域ごとの地形、水文、
生態系の固有性や対象生物の生息実態に応じた柔軟な工法の選定が必要である。

●問題Ⅲ-25
正解は③
記述内容は浮遊性の活性汚泥フロックを利用する「活性汚泥法」の説明である。生物膜法
は担体表面に付着・形成された固定生物膜を利用する方法であるため誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は④
フレッシュ性状のワーカビリティー、硬化後の強度や耐久性を満足するよう材料の各単位
量を定める。水セメント比は所要の強度や耐久性から定まる上限値以下とする。

●問題Ⅲ-27
正解は②
管水路（パイプライン）は分水バルブや調圧水槽等により末端での水管理や用水制御が容
易で確実になり、転落事故防止など安全管理性にも優れるため②は誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は③
常時排水は日常的な降雨流出水や地下浸透水、灌漑残水等を排除して地下水位を低下・保
持する管理であり、平常時の外水位を制御するものではないため③は不適切である。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
ODA（政府開発援助）には無償資金協力（贈与）や技術協力だけでなく、開発途上国に返
済義務のある有償資金協力（円借款などの借款）も含まれるため⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は④
頭首工の洪水時管理は、河川構造令等に基づく計画高水流量以下の流水を安全に流下さ
せ、上流の水位上昇による氾濫被害を防ぐゲート全開等の操作を行うことである。

●問題Ⅲ-31
正解は②
塑性指数（Ip）は液性限界（wL）と塑性限界（wp）の差であり、Ip = wL - wp により求
められる。引き算の順序が逆になっており、②の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-32
正解は①
地籍調査および地籍測量は「国土調査法」に基づいて実施される調査・測量事業である。
国土利用計画法に基づくとする①の記述は根拠法令が誤っている。

●問題Ⅲ-33
正解は③
農振法に基づく農業振興地域は農用地として保全・利用すべき区域であり、都市計画法に
おいて優先的・計画的に市街化を図るべき市街化区域とは重複しないため③が適切であ
る。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
ダムの必要補給容量は渇水期間全体の積算流量不足量によって決定されるため、単一の瞬
間最小流量の順位とは必ずしも一致しない。同じとする⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-35



正解は②
開水路は常流（A）が基本であり、中間流量で落差が小さくなるとサイホン呑口で射流（B
）が生じ空気を吸い込む。オリフィス型では自由流出（C）から射流や跳水（D）が発生す
る。


